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４．地域再生計画の目標 

 伊万里市は、佐賀県の西北部にあって、市の西北部から深く入り込

んでいる伊万里湾には伊万里川や有田川が注ぎ込み、市域の東部には

松浦川が唐津湾に向かって流れ、豊かで美しい自然に抱かれている。

それらの主要河川沿いには平地が開け、伊万里湾の最奥部に形成され

た市街地を中心に面積は２５４．９９㎢と、佐賀県の１０．５％を占

めており、人口は５９，２００人（平成１７年４月１日現在）である。

古くは古伊万里の積出港として栄え、今日では広大な工業用地が整

備された伊万里港においては、東アジアに近い地理的な優位性を生か

してコンテナ船定期航路が開設され、国際交易港として順調に発展し

ているほか、湾内には公共マリーナや人口海水浴場をはじめとする海

洋性レクリエーション施設の整備が進むなど、伊万里市は伊万里湾を

中心に、産業と自然環境の調和を目指しながら、着実な歩みを続けて

いる。 

その一方で、汚水処理施設の整備の立ち遅れと、家庭や事業所等の

雑排水の増加により、伊万里湾をはじめ河川、農業用水路等の自然環

境の悪化が進んだ。 

 この問題を解消するため、昭和６３年度から市の中心部で公共下水

道事業を、平成３年度から浄化槽の設置整備補助事業を、平成１２年

度から市街地周辺部の農村地域で農業集落排水事業をそれぞれ展開

してきたが、平成１６年度末の汚水処理人口普及率は５７．６％にと

どまっており、全国平均が７９．４％、佐賀県平均が５８．２％であ

る中、さらなる施設整備が必要な状況にある。 
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（別紙）新旧対照表 
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平成１４年１０月に構造改革特別区域計画の認定を受けた「伊万里

サスティナブル・フロンティア知的特区」による、環境に配慮し経済

及び文化を発展させ続けるための地域づくりの推進と併せ、市民らに

よる湾岸等の清掃や海洋浮遊物の回収などの環境保全・美化活動を一

層推進するとともに、汚水処理施設のさらなる整備促進を行うことに

より、伊万里湾をはじめとする伊万里市の豊かな自然環境を守りなが

ら、快適な生活環境の創出を図り、地域の再生・活性化を目指すもの

である。 

 

【目 標】 汚水処理施設の整備の促進 

（汚水処理人口普及率を５７．６％から６３．５％に向上）

 

５．目標を達成するために行う事業 

  （略） 

５－２ 法第5章の特別の措置を適用して行う事業 

  汚水処理施設整備交付金を活用する事業 

   整備箇所等は別添の整備箇所を示した図面による。 

  ［事業主体］ 

・いずれも伊万里市 

  ［事業区域］ 

   ・公共下水道       伊万里市木須、白野、古賀、白幡、

大里地区 
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５．目標を達成するために行う事業 

  （略） 

５－２ 法第4章の特別の措置を適用して行う事業 

  汚水処理施設整備交付金を活用する事業 
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   ・浄化槽（個人設置型） 伊万里市全域（ただし公共下水道事

業認可区域及び農業集落排水処理施

設整備区域を除く。） 
  ［事業期間］ 

   ・公共下水道      平成１８年度～２１年度 
   ・浄化槽（個人設置型） 平成１７年度～２１年度 
  ［整備量］ 

   ・公共下水道      管渠Φ２００～１５０  
Ｌ＝８，１００m 
（うち単独７，０００ｍ） 

   ・浄化槽(個人設置型)   ５人槽   ４１基        

               ７人槽  ３１０基 
１０人槽  １４基  

                計   ３６５基 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   ・浄化槽（個人設置型） 伊万里市全域（ただし公共下水道事

業認可区域及び農業集落排水処理施

設整備区域を除く。） 
  ［事業期間］ 

   ・公共下水道      平成１８年度～２１年度 
   ・浄化槽（個人設置型） 平成１７年度～２１年度 
  ［整備量］ 

   ・公共下水道      管渠Φ２００  
Ｌ＝６，８１０m 

   
 ・浄化槽(個人設置型)    ５人槽   ２４基 

（平成１７年度４基、平成１８年度

～２１年度各年度５基） 
                ７人槽  ２３１基 

（平成１７年度６１基、平成１８年

度５０基、１９年度４５基、２０

年度４０基、２１年度３５基） 
１０人槽   ２３基  
（平成１７年度３基、平成１８年度

～２１年度各年度５基） 
計   ２７８基   



新 旧 
 
 なお、各施設による新規の処理人口は下記のとおり。 
  公共下水道     木須、白野、古賀、白幡、大里地区で

１，３７０人 
浄化槽(個人設置型)  市全域で１，６２２人 

  ［事業費］ 

    公共下水道  ７００，０００千円 
            （うち交付金６０，０００千円） 
            （うち単独５８０，０００千円） 
    浄化槽    １４９，５９６千円 
            （うち交付金 ４９，８６５千円） 
    合計     ８４９，５９６千円 
            （うち交付金１０９，８６５千円） 
            （うち単独 ５８０，０００千円） 

   （略） 

 

 

 

 

 

 

 
 なお、各施設による新規の処理人口は下記のとおり。 
  公共下水道     木須、白野、古賀、白幡、大里地区で 

１，４８８人 
浄化槽(個人設置型)  市全域で１，２００人 

  ［事業費］ 

    公共下水道 ８１０，０００千円  
（うち交付金４０５，０００千円） 

     
浄化槽    １１５，３７４千円 

            （うち交付金 ３８，４５８千円） 
    合計     ９２５，３７４千円 
            （うち交付金４４３，４５８千円） 
 
   （略） 

 


